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背景と目的

開発のポイント

現在の研究進捗状況

植物由来のCNFは大気中のCO₂を吸収・固定し、軽量かつ高剛性という特性を備えることから
（図1）、脱炭素社会のキー・マテリアルと位置づけられています。一方、製造コストの高さや耐衝撃
特性、部品製造時の成形流動性に課題があり、自動車部品などの構造部材への実用化が遅れて
います。
本プロジェクトでは、これらの課題克服を目指します。 

研究開発体制
自動車部品メーカーであるトヨタ紡織がリーダーとなり、CNFやその原料であるパルプに対する
製造技術を有する日本製紙、CNFの樹脂複合化における学術的知見を有する京都大学、樹脂複合材
の成形プロセス開発を得意とする京都市産業技術研究所が連携し、材料・工法・構造設計の「三位
一体」で開発を進めます（図2）。 

「低コスト・高耐衝撃セルロース構造材料の研究開発」がNEDO先導研究プログラムに採択
https://www.toyota-boshoku.com/jp/news/250807.php

本プロジェクトで構築する基盤技術は、ポリプロピレンだけでなくポリアミドなどの熱可塑性樹脂、エポキシ樹脂やゴムなどの熱硬化樹脂へも
応用が期待されます。今後、家電、建築資材、産業機械といった非自動車分野への展開、次期大型国家プロジェクトへの発展を目指します。 
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図1 CNFの優れた機械特性

図2 研究開発体制と検討プロセス

1） 耐衝撃特性向上技術開発
開発の考え方
衝撃入力時に, いかにエネルギーを吸収させるか？
※ 京都大学（京都プロセス）とトヨタ紡織（ナノレベル相構造制御技術）の技術コラボレーション.
　 →世界トップレベルの技術の融合による衝撃特性の向上.

開発の考え方
これまでの国プロでは, 材料開発が主体. 社会実装を見据えた「使いこなす技術開発」が必須.

セルロースによる高剛性化により,
薄肉化/軽量化が見込める.
ただし粘度アップにより流動性が低下.
→ 狭い部分への充填困難.
→ 薄肉成形工法の開発が必要.

開発の考え方
いかに, 加工コスト
（セルロースの化学変性/解繊/脱水, 樹脂との複合化）を抑えるか？

耐衝撃特性の低下を抑制し、
剛性アップできる新たな材料デザインを創出

射出成形時に、超臨界CO₂ガスを
導入することにより、成形流動長を約20%向上

2） 低コスト化技術開発

〈開発材料の物性確認結果〉 〈流動性の向上〉

通常成形

等剛性設計における弾性率と板厚の関係

自動車部品
実装のための
要求性能

超臨界ガスによる薄肉成形のイメージ

超臨界ガス成形
（CO2ガス導入）

3） 軽量化実現のための薄肉成形工法開発


